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目的：家族関係が自己形成過程に与える影響を知る目的で、女子学生を対象に育てられ方
の実態、将来希望している生き方と家庭環境との関連を調査結果＊をもとに考察してきた。
ここでは、アメリカで学ぶ日本の女子学生を対象にした調査結果を中心に報告ずる。
方法：1 ）調査時期：平成1  0 年７月から１０月　2 ）有効回答数　17  1 部　3 ）調査
項目: ①家族との生活についての満足度　②家庭のしつけ　③親に対する思い　④現在の
学生生活　⑤将来希望する生き方　⑥アメリカでの生活　４）調査結果の処理：大谷女子
大学のSPSS FOR WINDOWS を用いて処理・分析した。
結果：自分の家庭については、家庭の雰囲｡気、家族との生活の満足、経済状況はいずれも
良好であった。母親には自分に対しての理解や期待が父親より若干高いと感じ ているか、
しつけでは父親の参加率がかなり高い。　自立へのしつけが強くなされており、過保護と回
答した割合は半数に満たなかった。親との依存では、独立後は親を頼ろうとする者や、親
に援助をしようとする割合は低い。将来は結婚後も仕事を継続したい学生は6  4 % おり、
中には結婚せず仕事を継続したいと願う学生もみられた。現在の自分に必要なものの項目
では、経済力、知性、社交性、資格、自己表現力の順に挙げており、アメリカに来た理由
では、英語力、国際感覚、自由な考え、希望する就職の実現、専門性を身につけたいと考
えている。アメリカで暮らしていくには、自立心、実行力、責任感、努力が必要であると
回答し、甘えが許されない状況の中にいることが推察される。大阪の女子大学に学ぶ学生
の結果との比較検討もした。
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【目的】前報では、1998 年１月時点でのアメリカ家政学会(AAFCS) に登録していた154 の大

学の家政系組織名称と、1995 年に本研究で独自に行った調査で把握された名称とを比較し

この間、Home Economi  csからFami  Iy ＆Consumer  Sciences への変更が多数見られたという

実態などを明らかにした。本報では、アメリカの家政系大学組織のカリキュラムに影響力

を持つ学会のAccredi  tat i onセクション の活動 実態を歴史的に明らかにするとともに、各

大学の公開資料からカリキュラムの設置理念・目的を把握し、Home Economi  cs、Fam 目y  &

Consumer  Sciences 、Human Eco  I ogyといった組織名称系間の比較を試みる。

【方法】①学会Accred  i tat ionセクション の活動の実態について、学会誌、文献、学会開

設のHome Page などから情報収集し、歴史的経緯もふまえながら、その理念・目的・方法

などを明らかにする。 ②各大学の公開資料から1999 年１月時点での学部・学科な ど家政系

組織名称実態を把握し、1996 年及び1998 年の実態と比較する。③同様な方法で、各大学の

家政系カリキュラムの設置理念・目的を把握し、各名称系間の比較を する。 ④特に、Home

Economi cs から他の名称 へ変更した事例 について事前事後の詳細な比較を行い、名称変更

の結果がカリキュラム内容などにどのよう に反映されているのかを検討する。

【結果】①学会Accred  i tat i onセクションの活動は、1960 年代から活発化し 、大学家政教

育の標準化とその向上のための活動が現在に至まで積極的になされてきた。 ②1998 年時点

でHome Economi  csを組織名称に用いていた28 校のうち10 校が1999 年時点で名称変更した。

③④各名称系ごと に独自の設置理念・目的表現が見られたが、共通部分も多く見られた。
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